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す
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ど
す
る
も
の
で
あ
办
が
、如
も
分
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f
2

3

る
、
今

=

:

1の
0

業
’が

以

上

凡

：て

：
の

職

分

を

自

ら

.行

ふ

：も
の

ー 
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と
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,
仍
介
行

爲
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.關
す
る
.
行

爲

特

に

1
、H

、

三
、
は
凡
，て
の
獨
.立
.商

業

の
.行

ふ

所

で

、•蓋

し
.配
：給 

の

本
S

的
職
分
を
な
す
も
の
で
あ
る
，
從
つ
て
此

•

職
分
.の
分
離
は

經

濟
駔
織
の
上
に 

な
る
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
づ
て
、亦
余
が
配
給
：組
織
は
勞
働

0.
組
：破
と
云
ふ
沂
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的
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含
す

'る
集
会
的
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念

.で
あ
る
。
，

'pl
の
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は
個
人
の
心
胸
內

R
典
起
す
る
。
ィ
扭
：ス
の
敎
旨
は
著
し
く
個
：人：主
_
的
で
あ
つ
た
。

;

:1
1
は 

f
t人

r
贸
ふ
る
も
の
で
あ
り
供
人
が

IF
し
く

ff
動
す
る
の
時
、此
の
世
は
變
苯
せ
ら
る
可
し

S 

倣>

 

の
推
定
ょ
ら
出
較
す
る
も
の

-で
あ
る

:°
而
も

*

は
人
間
的

k

子
を
救

'助
.す
る
に

#

せ
ず 

し
て
，亂
會
的
布
掷
體
を
濟
度
す

1る
に
在
る
。

.
問
題
は

#

人
を
し
て
天
國
に
入

6

し
む
る

I:
非 

ず

レ

て
、地
上
の
生
活
を

'改
.造
し
て
天
國

C

致
，せ

'
し
：む
る
に
あ
る
。
個
人
を
し
て
協

IM
I
■的
生 

活

u
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j

は
し
む
る
も
の
は
精

_

莕
し
く
は
心
意
：の
態
度
で
あ
る
。
彼
れ
が
公
识
な
る
_
#
を 

M
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I

す
、る
が
爲
め
に
精
神
，
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.の：力
；
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.
侬

«

,
せ
る
は
、偏
へ
に
彼
れ
が

I t
.會

建

設

漭

と

し

て

め

聰 

n)
l

を
叫
炉
に
す
る
も

-の
で
あ
る

0

彼
れ
が
最
小
：次
る
社

#

的
核
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に
就
い
て
其
の
®
業
を
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。
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^
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曾
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後
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に
.於
y

m

る
が
如
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端
な
る
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道
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つ
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と
-等
し
く
地
上
に
も
現
れ
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れ
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彼
れ
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つ
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祉
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齦
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つ
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な
る
の
な
こ
.： 

道
德
的
で
あ
ぢ
、非

®

會
的
な
る
の

.際
に
不
逍

0

で
あ
る

0

善

ft
の
®:
一
高
な
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ソ
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ら
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節
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爲
す
。

(

㈣

第
十
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彼
れ
等
は

_

纖
ダ
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し
出
乙
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駝
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手

引
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あ
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第
一

一.
十
四

®
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が
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ソ
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M

れ
た
る
も
の
な

b

せ」

。(「

約
翰
傀

」

第
七
章
第
四
十
七
、八
節

0

.
司
祭
長
、律
法
學
米
及
び
八

R

の 

重
立
ち
た
る
人
々
は

ィ
k

:
ス
を
殺

3

ん

こ
ビ
を

企
ん
で
屈
つ
た
の
で
あ
る
が
、人

K

は
赀
な
憧 

れ
て

3

の
敎

を
聽
け

る
が
故
に
、之
れ

を
如
何
ビ

も

す
る

と

が
出
來

な
か
つ

た
。(

「

路
加
傅
&

卜 

九
章
第
四
十
七
、八

^

间
舘

-

十
章
笫
十
九
節
、

「

悔
可
傅

」

第
十

—

章
第
十
八
節
一
。

I

ィ
モ
ス
は
何
物
に
も
增
し
七
商
業
化

.せ
ら
れ
た
る
非
社
龠
的
宗

*.
を
僧
ん
だ
。「

禍
な
る
哉
、
 

臀
な
る

.手
引
ょ
。

汝
等
は
云
ふ『

A

®
と
宵
を
指
し

•て

誓ふ
：：

はI
,

 

の
黄
金
を
指
し 

て
誓
は

U

る
可

4

1

:
愚
か
に
し
て
替
ひ
な
る
者
ど

i

戠
、
I

と
黄
金
と
を
®
な 

ら
し
む
る

営

ビ
は
孰
れ
か
尊
气
汝
等
は
又
た

.云
ふ

『

人
若
し
祭
埴
を
指
し
て
誓
ふ
は
事
に
も 

非
ず
、其
の
上
な
る
供
物
を
指
し
て
誓
は
ぐ
果
さ
ホ
る
可
ら
す

』

思
か

0

し
て
®
ひ
な
る
溝 

ょ
セ
物
ど
供
物
を
聖
か
ら
し
む

.る
祭
壇
ど
は
孰
れ
，か
尊
き
。

其
の
祭
恼
を
指
し
て
誓
ふ
者
は 

祭
傲
及
び

M

の
上

.の
總
べ
て
の
物
を
指
し
て
：*

ふ
な
红
。

又
々
：̂

を

®

し
て

誓

ふ

渚

，は
食
及 

び
其
の
中
に
住
み
給
ふ
者
を
指
し
て
誓
ふ
な
み
。

'
又
た
天
を
指
し
て
；誓
ふ
者
は
神
の
玉
座
と 

激
の
上
に
坐
し
給
ふ

.者
ビ

を

指

し

て

誓

ふ

：な
ら」

。(「

馬(
太
：»

第

ニ

十

H
章

箄

十

六

^

丨
ニ
十
ニ 

?

彼
れ
等
は
白
く
塗
り
た
る
翦
に
例
ふ
可
き
も

の
；，

で
あ
る
。
外
而
は
美
し
く
見
ゅ
：る：が

4

部
は
死
人
の
骨
ビ
諸
々
の
、

^'
-
徽
と

5r
:

a
て
充
た

さ

れ
て
ゐ
る
ニ
同
第

1
1十
七
節

0,
彼
作
ば
神 

の
寧
の
內
に
中
、羊
、鶴
を
賣

'ろ
者
と
兩
替
屋
の
坐

.せ

.る
を
見
て
、繩
を
；以
て
鞭
を
作

\
彼
れ
等
ど

. 

牛
苹
の
類
ど
を
逐
ひ
出

し

、兩
替
屋
の
金
を
撒
き
散
し
、其
の
案
を

M
し
た
。

.(「

約
翰
»

」

第
ニ
章
第 

十
四
、五節

)

。
神
の
禮
拜
は
商
業
化
せ
ら
る
可
き
で
は
な
い
。
ィ
エ
ス
は
其
の
父
の
家
•?商
質

の
家

-

^
る
.こ
ど
を
欲
し
な
か
つ
た
。(

同
第
十
六
節

r
:

彼
れ
ぱ
祈
の
家
が
强
盜
の
渠
窟
ビ
叱

.

.

.

.
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(「

馬
太
傅

」

第
二
十
一
章
第
十
二
、三

®

、

「

馬
可
#

」

第
十
 

一' .

章
第
十
五

_
_

セ
®
、 「

路 

加
傅
し
第
十
九
章

0

四
十
五
、六
節

)

•

而
し
て
彼
れ
が
宗
敎
の
名
に
於
て
搾
取
せ
ら
れ
つ

.
、
，あ•る 

民
衆
の
要
求
を
擁
護
し
つ
、
あ

b

し
.
間
に
、彼
れ

'

に
對
す
る

#

制
.
.的
、傷
善
的
、非
祉
會
的
宗
敎
の 

指
導
者
が
彼
れ

.

に
對
す
る
陰

5

終
に
其
：

0

機
、熟
し
へ
て
.

被
れ
は
十
字
架
に
着
い
た
の
で
あ
る
。

五
：
' 

' 

.

.

:精
神
的
價
値
に
對
す
る
ィ

H

ス
の
熱
誠
は
彼
れ
を
し
で
物
質
的

g

富
を
疑
®
せ
し
め
た
。
 

彼
れ
：は

'
幾
度

.び
か
强
烈
な
る
言

0

を
以
て
黄
金
の
誘
惑
ど

物

財

0
惡
影
響
と
を
瞽
吿
し
た

0 

ィ
：ェ
ヰ
は
私
有
財
產
を
以

'て
同

.胞
愛

.の
：原

'理
の
：實
現
を
妨
ぐ
る
も
の
で
：あ
る
ビ
信
じ
れ
。
.彼 

れ
は
神
ビ
マ
ン
•モ

.

.ン
の
關
心

.事
の
，間
に
縦
冽
な
，

る

區
別
を
行
つ
た
。
彼
れ
は
避
れ
等
.こ糊
の 

:
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六
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六

\

關
心
事
を
以
で
全
然
相
反
す
る
；も
の

-士
信
じ
た
。
人
は
财
產
に
依
賴
す
る
程
度
に
於
く
由

a
 

を
.刺

及

び

精

刺

的

，事'物

ょ
-

C
V

分
，離

せ

し

む

る

も

の

で

あ

る

。

(

一..竭
太
傅

」

第
六
章

®

ニ
十
四
節
、「

路 

加
傅

&

十
六
章

.第
十
：三

節
-:

被
れ
：に
來
れ
る
者
は
啻
だ
に
富
の
取
得
を
跑
視
す
可
き

Z

ど
を 

敎
へ
ら
.れ
た

る

の
み
な
ら
す
、彼
れ
に
し
て
，若
し
既
世
的
富
を
所
有
せ
ん
か
、彼
れ
は
是
れ
等
の 

も
の
を
資
 

'

て
、其
の
賣
上
高
を
貧
者
に
施
す
可

5

乙
と
を
命
せ
ら
れ
仅

。(「

^5
太
1#」

第
十

九

章 

S

11

十

1

節
、「

捣
可
傅

I

第
十
章
第

ニ

十

一

戦
路
加
傅

」

第
十
八

.
章
第
ニ
十
一

5

)

。
:
永
M

0

生
.命
を 

樽
て
精
神
的
生
活
に
活
さ
ん
と
す
る
者
は

*

婆
世
界

R

於
け
る
貨
幣
上
.の
利
得
欲
を
騰
離
し 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

0

:.

翁
者

R
對
す
.る
ィ

i

ス
の
同
情
は

筆

か

で
あ
つ
た
。

.
1

1

な
る

m

汝

等

貧

し

&

人

H

 

乞
食

f

刷
-の
國
は
汝
等
の
有
な
れ
ば
な

P-. (
&
rむ
'

iov
r
i
v
o率福
な
る

^

汝
等
今
此
ゆ

る

人
、把

d 

飽
く
こ

6
を

#

V

け
れ
ば
な

b
a
.幸
福
：な
る
哉
、汝
等
今
泣
ぐ
人
、其
は
笑

ふ

こ

ビ
を
得
可
け
れ 

ば
な
り
。

幸
福
な
る
從
、汝
，等

入

の

夺

の

爲

め

に

僧

ま

れ

、遠
ざ
け
‘ら
れ
、m

ら_

れ
、其
の
名
は

M

し 

と
し
て
排
斥

.せ
ら
る

、
時
、

其
：：

の
H

に
は
，歡
び
：躍
れ
、»

は
汝
等
：の

に

：於
七
大
い
な
れ
ぼ
.
な 

t

即
ち
彼
れ
等
の
先
祖
は
豫

言
器
等
に
斯
く

.爲
し
た
り
き
。

然
れ
ど
も
へ
汝
等
富
め

る

人

は_

b

ざa
ひ 

rb

禍
'な

る

哉

、其

は
.
.今
己
‘

が
撤
安
を
有
す
れ

0 :
'

な
：-
^

。

汝
等
飽

.

き
M

れ
る
人
は
禍
な
る
哉
、其
は
飢

ゆ
可
け
れ
ば
な
气
汝

.等
今
笑
ふ
人
は
禍
な
る
哉
、其
は
歎
き
且
つ
：泣
く
可
け
れ 

#

入
十

U

視
.せ
ら
る
：
、
時
は
禍
な
名
哉
、即
ち
彼
れ
等
の
.先
祖

は
，
爾
豫
霉
考
等
に 

K
yき
J
o 

{

「

路
加
傳

&

六
_

第
ニ
十

I
r
. 二
十
六
節
，
ィ
エ
ス
は
乂
た
®
め
る
者
の 

る
は如

；！：

に
娜
&

ぞ
ゃ

$

歎
じ
て
ゐ
气
ン

「

路
加
俾

&

十

<
章
第

1
|十
四

1「

瑕
太 

第
：二
十

S

節
、
_

可̂
.

»

十̂

章

第

：ニ
十
三
節
-

而
し
て

路

加
の
福
音
書
は
又
た
ラ 

の
物
語
を
載
せ
て
ゐ
る

.。
::
{同
鍛
十
章
第
十
九

——

三
十

I

節
。：
拙
著

「

»
濟
學
史 

年
版
 
'ふハ

1
—

1
:
1 

i

貪
'參：

照)

。
.
.收
稅
，史
の
，提

に

し

て

富

豪

な

る

ザ

ァ

力

ィ

?

ヶ
方 

ィ
キ
取
の
弟
子

e
稱
せ
ら
れ
た
？
而

•も
彼
れ
は

i

ス
の
第
子
と
爲
る
：に
先
立 

桑
樹
を
下

^

て
、神
に
對
す
る
從

«

を
宣
明
し
な
.け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
み
で 

に
.』

亦
た
：敗

索

を

行

ふ

0

必」

耍
が
あ
つ
た

'.
0

彼
れ
は
其
の
富
の

I

半
を
贫
者
に 

を
猶
傷
し
て
得
た
る

「

物
あ

.ら
ば
、償
ふ
に

g

倍
を
以
て
せ
ん

乙

€
を
約
し
た

0 (r

路 

第

,;
1—

丨
十
節

)

。
.
.

」

へ
然
む
な
が
ら
祖

.青
が

:*
と
；し
て
贫
老

R
對
し
て
說
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
/な
か

ば
な

K
V 

O汝 

斯
ぐ

®.
し
/<
>
 

神
の
國

)
に
入 

®

r

M十
九
.章 

ザ
ル
ミ
富
豪 

研
濟
大
挞
九

Z
O
K
y

'-aloci

ノ
 

は
 

つ
て

、
®
だ
に 

な
.く
、社
會
的 

施
し
箬
し
人 

加
條

」

第
十
九

つ
た
こ

^
ぬ
、

第
十
七
盤

C

A

九

i
>

 

_

m

k

始
游
督
数
と
社
會
問
觀
.
ぺ
 

黹
六
鉞
丨
山
ハ
九



、
锻
十
七
#

.

(

八
九
ニ
}

論

m

职
始
基
督
敎
と
社
會
叫
跞

. 

费
i

七
ュ

贫
.者
其
の
薄
が
富

.

.者
に
比
し
て

_

音
：を

.擎
す
る
：こ

ビ

大
な
る
が
爲
め
で
も
な
け
、

文
、

^

た
A 

者
々
待
に
患
ま
る
可
の
で
あ
る
♦か故
で
も
な
く
、彼
れ
等
が
其
の
必
要
を
認
識
甘
る
に
曲 

る
も
の
で
ぁ
る
。「

當
着
：の
：谣
度
：が

彼

れ

等

0
富
に
依
つ
て
冷
淡
無
威
覺
で

*.
る
に
反
し
て

© 

者
の

I
度
は
彼
れ
等
の
貧
に
依

o'
て
t

に
^
物
か
を

0
受
し
抱
擁
せ
ん
ビ

L>
:
て
®'
つ
た

。

t 

貴

が

人
に
尊
大
我
慢
：の
：念

を

與
4;
.

る

K
反
'し
、
貧
困
は

彼

れ

に
謙
抑

卑
下
の
感
情
を
與
へ
る
。

I
: 

ィ

H

ス
に
若
し
社

#
主
義
，が

あ

つ

た

ど

し

た

な

ら

ば

、其

れ

は

精

神

晚

社

會

主

|1
と
名
づ
く
可 

も
の
で
ぁ
.ら
ぅ
。
'{前

揭

拙

著

四

八
I

四
，九
頁
'參
照)

;/

:ィ
.ネ」

ス
は
珉
さ
に
愛
の
典
産
.主

0 

を
表
明
し
た

0
.而

も

彼

れ

は

#

つ

て

財

產

の

共

產

主

_

幺

說

く

こ

？ V

な

か

つ

f
t
r
-
s
o
- 

rathreln, 

D
e
r

 

SoziaHsmus, 

d
n

 

i 

I
Q
2
P
S
.
I
9
.)

曾
つ
て
群
集
の 

一
A

が
ィ
エ
ス
に
向
へ
つ
て「

師
よ
、我
：が

兄

弟

に

命

じ

て

家

督

を

我

れ

：に
分
た
し 

め
給
へ

」

ビ

云
へ
る
時
彼
れ
は
之
れ
に
答
へ
て

0

ふ「

人
よ
、
汝
等
の
上
の
判
事
又
た
は

分
：
配
者

ビ 

し
て
、訛
か
我
れ
を
定
め
し
ぞ」

ご
。
，斯

く

：で
彼
.れ.は
衆
人
に
吿
げ
て
白
ふ
喊
心
し
て
貪
心
を
眺 

め

よ

夫

れ

人

の

生

命

は

所

有

物

の

豐

か

な

る

に

因

ら

ざ

る

な

{「

路
加
傅
一
第
十
，.ニ
窜

i?
, 

十
三

——

十
丑
節

)

彼
れ
は
又
た
更
ら
に
大
な
る
穀
倉
を
建
つ
る
が

—

爲
め

に

其

の

穀

倉

を

‘破

毀
し
、•己
■•が

魂

に

向

つ
て
多
年

.の

ra
意
に
蓄
へ
た
今
财
產
許
多
あ
る
が

故

に
、
心
を
安
ん
じ
*飮
食 

し
て
、樂
し
め
ご
云
ひ
、己
れ
の

.爲

め
に
財
を
積
み
て
、神
の
細
前

に
富
ま
ざ
る

人
の
悲
哀
を
說
い 

た
。
‘(

飼
第
十
六

—

 

ニ
十
一
節

)

。

m 

l
て
又
た
彼
れ
は
此
の
世
の
思
ひ
煩
ひ
を
避
く
可
き
こ
，
 

ど
を
敎
へ
た
。，
何
を
か
食

a

,

何
を
か
飲
ま
ん

^
求
む
る
こ
ミ
勿
れ
、汝

.等
の
父
.は
汝
等
の

之

れ 

を
®

す
る
こ
ビ
を
知
る
。
然
れ
ば
先

.づ

_

0

_
ギ
其
：の
聖
德
ど
を
求
め
ょ
、然
ら
ば
一
切
の
物 

は
汝
等
に
加
へ
ら
，
る
可
き
で
あ
る
。

{间
.第
11

十
一T

-
n
i
l

十

一

.節
、「

馬
太
停
第
六
^

第
一
一
十
五

j

i

r

¥

H

®

。

-

.d
'
土 

.ス
は
貧
困
を
攻
擊
し
て
之
れ
を
，防
止
せ
ん
ヒ
す
る
も
の
で
は

.な
か
つ
た
。
貧
困
は
恐 

ら
'く
永
规
盡

C

る
の
期
な
が
る
可
き
も
の
で
あ

'
.
.
る
。(「

賜
太
傳
窬
ニ 
：十
六
.
.章

第

十

一

简「

馬
^

傅J 

第

卞

1
1章
浓
七
，節
、

「

約
翰
傅」

第
十
ニ
章
第
八
飾)

。
ィ

H 

:

ス
rの
注
意
は
恒
に
富
の
所
苻
に
伴
へ
る 

精
神
的
危
險
の
上
に
聚

.つ
た
の
で
あ
る
が
、而
も
彼
れ
は
決
し

.て
贫
困
を
；根
絕
.せ
し

め
ん
e

す 

る

こ

と
が
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

:
ィ

H

ス
は

個
人
を
改
造
し
新
生
せ

し
む
る

に
依
つ
て
现
想 

的

ft
會
を
建
設

せ
.ん
と
ミ
を
槔

»1
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
れ
は
人
如
性
邦
の
者
を
改
造
せ
ん 

ビ
す
る
韋
進
的
綱
領
を
揭
げ
で
立
つ
も
の
で
あ
つ
た
。
彼
れ
は
灕
ベ
て
の
利
已
的
衝
幽
及
び 

第
十
七
餘

C
A九
a)

論
•

餽
旗

始

蓉

教v

社
曾
叫
駔 

第
六
鹖
：

七
.

一.

I



r
- 

0
1

 ̂

.
0 

• 

I

l

f

 

n

 

f
 

練

上

へ

.木

能

が

他

愛

的

.社
：
#
化

的
欲

i

に
對
し
て
完

全
■に
從
颶
せ
し
め
ら
る
可
き
こ
ど
を
命
じ
た
。
 

.ィ：：
|千
ス
は
养
の
終
_生

0

^

飞
ざ 

* 

p 

<
 

の
：
原
：̂
を

掠

調
し
た

'0
.彼
れ

k

s
般
の
原
則
を
明

li
f
tな
ら
し
ひ
る
が

^

め
 

.

1

 
’々

物

質
I

以
て
殆
ん
ど
取

る

に

足
ら
ざ
る
も
の
と
し

V

取
扱

ふ

に

特
別
の
苦

心
を
行 

I

の
で
ぁ
る

;0
彼
れ
は
人
：の

f

A

の
世

£

 

'ン；y

义

 

へ
 

6
を
ft

た
。
-'

彼
れ
は
經
濟
的
影

f

ょ
6

生
す
可
き

隸
機

か
ら
此
の
：：

娑
婆

世
界
を
釋
放
す
可

き 

靈

化

€

計

©

に

着

手

し

カ

.
の
：で

ぁ

々

。
：
此

處

，に

彼

れ

の
準
命
的
亭
翁
は
存
す
る
。

«
ユ
ス

t

r
す
が
地

J

R
火
を
放
つ
が
爲
め
に
來
れ
る
こ
ビ
を
知
つ
て
ゐ
た
。
彼
れ

u 

K
r 

和
を
愛
す
る
こ

e

が
大
で
ぁ
つ
た
が
、而
も
其
の
事
業
の
實
際
的
影
響
は
平
和
に
非
ず
し
て
及 

な
る
こ

ビ
を

知

つ

て

ゐ

た

。

「

啦
太
傅」
：
第
十
章
策
一1

十
四
節

R
傲
か
れ
た
る
辭
旬
は
斷
じ
て
：
 

M
.

 b
e
e
f

の
主
版
す

6
が
如
ぐ
、其
の
所
を
失
す
る

も
.の
：で
は
な
い
。一

social Struggles 

ia A
n
t
f

 ty, 

E

l
 

r

n
 

b
y

 H

 

J. 

s

f
 

I
 

I
922VP, 

1

0。
而
も
彼
れ
の
福
命

」

は
暴
力
ビ
流
血
と
を
例
ふ
も 

の
で
は
な
か
つ
た
。
宗
敎
は
彼
れ

0-
生
命
の
巾
心
で
ぁ
つ
た
：。

彼
：れ

が

_
會
的
關
係
に
關
し

. 

て
云
へ
る
一
切
の
名
の
は
兔
敎
的
見
地
よ

り

云
へ

■る
も
の
で
あ

.
る
。
■
彼
れ
は

A

間
生

^*
の一

部
局
の
救
激
者
た
る
に

11
餘
“

に
储
大
：で
あ
つ
：
れ
へ
洲
(:
ィ

兄

ス

は

a
代

的

意

義

に

呤

け

i
tl
: 

會
改
革
家
で
は
な
か

0
た
。
彼

.れ
は
人
間
生
：活に
；於
け
る

#

惡
ど
典
の
密
雛
と
を

«

た
0.
;
1
M 

も
這
般
の
艱
實
に

®
す
る
彼
れ
の
輯
地

.は
全
然

_

»'
;
的
の
興
れ
で
あ

0

て、經
濟
的
若
し

_

は 

歷
史
的
の
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
彼
れ
は
入
々
が
正
し
き
共
同
生

_

を

«

ふ
.可
き
こ

6

を
欲 

し
た
、

|/
«
し

€
彼
” 

h
.择
m

に
社
會
問
题
が
粘
神
的
間
題
た
る
限
々
に
於
て
之
れ
を
取
扱
つ
.た
經 

濟
的
欲
廣
の
問

SI
が
個
人
に
對
し

V

M
說
せ
ら
れ
、凡
ゆ
る

at
の
外
部
的
調
聲
が
能
ふ
限
り
快 

適
な
る
の
時
、彼
れ
は
猶
ほ
典
の
往
法
の
恐
今
可
き
空
虛
に

ri
-
i
oで
惱
さ
れ
、典
の
存
在
は
無
寧 

難
な

る
！I

語
と

«
«
:
ビ

で
b

る

C

ビ
を
威
す
る

こ
こ
が

^

る
で

あ
ら
ぅ
。

財
富

分
配
の
問
題 

か
全

11
瞥
に
释
し
て

«
決
ザ

.

.
れ̂
、
^

人
：悉
く
平
等
な
る
安

M

■の
a

に
痛
纽
な
る
不
资
な

く

し 

て
生
活
し
得
る

^
し

て
も
、
^

し

< 
豳
八
が

M

の

霍

魂

：の
毕
安
を
得
：で
久
：遠

の

歡

富

と

滿

妃

ビ 

を
：享

有

す

る

か

の

問
.題
が
.残
る
'0
擎

遍

的

繁

滎

は

普

遍

的

s
ns.
並
び
.に4e

l
t
s
c
b
m
e
r
z

 

V
V相
容 

...
れ
.
S
‘
も
の
で
は
へ
な
い
.
.
9
.
:
: 

{..Raoschs

crusch 
:

§
. 

c
i:-
fp. 

4
7
.)。

.」

現
®

の

缺

陷
ビ

不

完

華

で

は

神

的
#

«v
が

收

稷

時

に

ボ

，
る

ま

で

成

畏

す

る

^'
許

し

た

る

漭 

麥
で
め
る
。

3

太
燦」

第

十

-
:章

第

-

十

四

節

以

，
下
«

黎
の
喩
參
照

)

。
惡
鹰
の
蒔
け
る

1

2

は

、第

十

セ

怨(

八
九
血)

：

0 

W
 

\取
的
-&
料

教

と

社

畲

叫

題

:

第

六

號

k
:
^



第
十
七
盤(

八
九
，：ハ〕

：
論
.
.
說
原
始
藤
骨
教V」

社
會
問
組 

第六號
 

七
四 

卿
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